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胎児消化管閉鎖と羊水量

胎児診断されなかった食道閉鎖の特徴

合併奇形と食道閉鎖

胎児診断されなかった食道閉鎖症例（搬送例）の新生児経過

食道閉鎖の出生前診断に関する文献的な考察

食道閉鎖における下咽頭拡大の所見

・スクリーニング・マーカーとしての有用性

・食道閉鎖における下咽頭拡大の実際

Pseudopouchの見極め

最近の食道閉鎖の胎児診断例

正常胎児の食道径

2022年11月3日

出生前診断されなかった症例の所見

・疑っていなかったが出生後に食道閉鎖と診断された症例

・疑っていたが食道閉鎖でなかった症例

テーマ：食道閉鎖と間接所見

第1部 講演

第2部 症例提示

9:00～
開催方法

参 加 費

大 会 長

昨年、胎児診断が最も難しい疾患である食道閉鎖を克服するために、
胎児食道研究会を立ち上げました。今回第2回胎児食道研究会を開催致します。
多くの皆様のご参加をお待ちしています。

web開催（ZOOM）

医師：7,000円 コメディカル：4,000円

佐世正勝 山口県立総合医療センター

セミナー終了後に、オンデマンド配信を致します。
視聴期間： 2022年11月11日（金）～11月24日（木）

日 時 （木･祝）

お申込み http://fes.kenkyuukai.jp/

お 問 合 せ 胎児食道研究会事務局

〒104-0045 東京都中央区築地4-4-14 ラフィネ東銀座707
株式会社未来内 TEL 03-5148-1007

第２回

参加特典

１. 第1回胎児食道研究会の
録画をweb上で、開催前
１週間、視聴できます。

２. 「食道閉鎖の全て」を著
者割引にて購入できます。


